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5-2.　バス温度の調整

5． 加熱機器の設置

ELECTRIC　OIL　BATH

TEMP

ISHII LABORATORY WORKS CO.,LTD.

温度センサーにより、現在の加温機器の温度を確認します。この温度を感知し、コン

トロール電源コネクタに供給する電流を調節し、加温機器の温度調節を高品位な P.I.D

制御を行います。

6-1. 運転開始

回転調整つまみが”min”の位置に

あるのを確認し、電源スイッチをＯ

Ｎにします。（パイロットランプが

点灯するのを確認して下さい。）

回転調節つまみを、”max”へゆっ

くり回し、撹拌速度を調節します。 ON へ倒します。

6． 運転開始＆終了

6-2.　運転終了

回転調節つまみを”min”の位置に

戻し、撹拌を止めます。

電源スイッチをＯ FF にし、電源を

切ります。（パイロットランプが消

灯するのを確認して下さい。）

OFF へ倒します。

撹拌を終了した時は、次回使い始める時に回転が高速になっ

ていないよう、回転調節つまみは”min”の位置に戻して下

さい。

電源を ON にする場合には、回転調節つまみを”min”の

位置にして下さい。また、回転調節つまみは、ゆっくりと

操作して下さい。急激に高速回転をさせますと、撹拌子が

暴れ、溶媒が飛散したり容器が破損する恐れがあります。

5-1. バスの設置

温度センサーは、付属のクリップを使用し、バスと温度センサーを一所に挟み込み固

定します。センサーは熱媒体（オイル等）にしっかりと設置して下さい。

（温度センサーの 1/ ２以上が触れるように固定して下さい。）

バスを断熱プレートの中央に載せ、バスの電源プラグを、コントロール電源コネクタ

に差し込んで下さい。温度センサ－用
クリップ

バスの
電源プラグ

センサ－被覆部

このため、加温機器の温度調節器の設定は、常にヒーターが ON になっている状態

（MS-2T の設定温度よりも 10℃高め）に設定して下さい。

（温度調節器がないものは、そのままでよい。）

断熱プレートの上にシリコンシートを載せますと、加温機

器が滑りにくくなりますが、シリコンシートの耐熱温度は

約 200℃ですので、200℃を超える温度では使用しないで

下さい。
使用前に、温度センサーが、必ず加温機器にしっかりと固

定し設置されている事を確認して下さい。

センサーの被覆部は樹脂製ですので耐熱性が低くなってお

ります。高温部分に触れないようにして下さい。

使用前に、温度センサーが、必ず加温機器にしっかりと固

定し設置されている事を確認して下さい。
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7.　温度調節器の設定及び制御
7-1.　温度調節器の名称

No. 名　　称 機　能 詳細説明

1  電源スイッチ  電源 ON/OFF スイッチ  7-2.  7-5

2  温度設定キー▲  温度設定アップキー  7-3,7-4,7-6

3  温度設定キー▼  温度設定ダウンキー  7-3,7-4,7-6

4  温度調節器スイッチ  温度調節器の ON/OFF を行います。  7-2.  7-5

5  FUNC キー  初期設定オートチューニングを行います  7-3

6  MODE キー  過昇防止温度の設定キー  7-6

7  過昇防止アラーム表示  過昇防止機能が働いている時に点灯します。  8-3

8  ヒーター表示  ヒーターが加熱を行っている時に点灯します。  

9  現在温度表示 (PV)  加熱部の現在温度表示  

10  設定温度表示 (SV)  設定された温度を表示  

1

23
4

5

6

7

8

9 10

7-2.　温度調節器の運転
温度調節器スイッチをＯＮにすると、温度調節器が点灯し、設定温度表示 (SV) に前回設定されていた温度

を表示、現在温度表示 (PV) には加熱部の現在温度を表示し、設定温度 (SV) へ向けて加温機器の加熱が行

われます。（工場出荷時には 0℃に設定）

電源スイッチが ON（スターラー ON）になっていないと温度調節器は使用できません。　　

7-3.　温度調節器の調整（オートチューニング）

使用する温度で最適な温度制御を行えるように、オートチューニングを行って下さい。

加温機器や、使用温度を変更した場合で、設定温度に速やかに安定しない場合に行って下さい。（但

し、オートチューニング中は温度が不安定ですのでサンプルは入れないで下さい。）

加温機器に温度センサーを取り付け実験操作で使用する状態にしてから行ってくださ加熱機器に

温度センサーを取り付け実験操作で使用する状態にしてから行ってください。（但し、オートチュー

ニング中は温度が不安定ですのでサンプルは入れないで下さい。）

設定温度キーで使用する設定温度に設定し (6-4 参照）、FUNC キーを押すと、設定温度表示に At と設定温

度が点滅を始め、チューニングを始めます。設定が終わると自動的に終了します。（途中でキャンセルした

い場合は、もう一度、FUNC キーを押します。）

オートチューニング中は、温度が不安定になります。オートチューニングが終了し、温度が安定してから実験操作を行って下さい。

　１．オートチューニングの準備

　2．オートチューニングの操作



9

加温機器の温度暴走を防ぐため、過昇防止温度の幅を設定します。

例：設定温度 40℃、過昇防止温度数値が +5 の場合、45℃に達した時点で過昇防止アラーム表示が点灯し、加温機器への

電源を遮断します。

MODE キーを１度押すと、E1H と表示されます。この表示中に温度設定キー▲、温度設定キー

▼を押し、過昇防止温度数値の設定を行って下さい。

さらに MODE キ－を押しますと、通常の温度表示に戻ります。

（工場出荷時の過昇防止温度数値は +10 が設定されています。）

MODE キーを長押ししますと、図の内部設定表示に変わりますので、MODE キーの長

押しは絶対にしないで下さい。

万一内部設定表示に変わった場合には、内部の設定を変更せずに、MODE キーを再度

長押ししますと、温度表示に戻ります。内部設定を変更されたまま御使用になりますと、

温度コントロールが不能となり、事故や火災の原因になりますので、そのまま使用せず、

弊社または販売店に御連絡下さい。

一定時間後に設定された温度に到達し、その温度を保持するようにコントロールします。

温度調節器スイッチをＯＮにすると、温度調節器が点灯し、設定温度表示は前回設定されていた温度を表示し、現在温

度表示は加熱部の温度を表示します。そして、設定温度へ向けて乾燥容器のヒーターの加熱が行われます。

温度設定キー▲、温度設定キー▼を押し、設定温度表示を任意の温度に設定しますと、設定された温度に向けて加温機器へ

の温度制御が行われます。

設定できる温度範囲 制御できる温度範囲

０℃～２００℃ 室温＋１０℃～２００℃

7-4.　温度調節器の設定

　１．電源を入れ、加熱開始

　2．温度設定をし、任意の温度へ　

０℃から温度設定はできますが、本装置には冷却機能はありませんので、室温以下にはできません。

温度調節器スイッチＯＦＦで加温機器の加熱を終了します。

この時、設定されている設定温度は保持されます。

（工場出荷時は０℃に設定）

7-5.　温度調節の終了

電源スイッチＯＦＦでも、MAIN 電源 OFF となり、終了を行えます。

7-6.　過昇防止温度数値（偏差値 ) の設定（加熱機器を変更する際に行って下さい .）

　電過昇防止温度設定方法
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過昇防止アラームランプ (AL1) が点灯している場合、何らかの原因により加温機器の温度が設定温度

表示＋過昇防止温度数値以上になり、温度調節器側から加温機器への電源遮断を行っている状態です。

電源スイッチをＯＦＦにし、加温機器の温度が下がってから、再度、電源スイッチをＯＮにすると、

過昇防止アラームランプは消灯し解除されます。

　症　　状 　原　　因 　解 決 策

 電源が入らない。

 電源プラグが抜けている。  電源プラグ、コネクタを確認して下さい。

 ヒューズの切断。

 弊社又は、販売店へ御連絡下さい。

 配線等の断線。

 その他

 回転しない。

 コントロール基盤の故障。

 モーターの故障。

その他

 温度調節器の電源が切れた。
 温度調節器の故障。

 その他

 温度調節器の電源が入らない。

 電源スイッチが入っていない。  電源スイッチを ON にして下さい。

 温度調節器の故障。

 弊社又は、販売店へ御連絡下さい。

 その他

 温度が上昇しない。

 加温機器の故障。

 温度調節器の故障。

 その他

 温度の上昇が止まらない。

 温度調節器の故障。

 センサーが対象物より外れている。  センサーを確実に固定して下さい。

 その他  弊社又は、販売店へ御連絡下さい。

 過昇防止アラームランプ ( ＡＬ１) が

点灯する。
 過昇防止機能が働いた。  下記の解決方法をおためし下さい。

 過昇防止機能が頻発に働く。  その他  弊社又は、販売店へ御連絡下さい。

８-1.　温度調節器のトラブルシューティング

8.　トラブルシューティング

正常に撹拌しない場合、様々な原因が考えられます。

下記に一部解決策を記述していますので、参考にして下さい。

原因 解決策

 撹拌子の磁力バランスが悪い。
 磁力バランスの良い撹拌子に交換して下さい。（特に撹拌子の大きさに比較し磁

力の弱い撹拌子は不適です。）

 容器の底に凹凸がある。  容器の形状にあった撹拌子に交換するか、容器を交換して下さい。

 撹拌子する容器の位置が正しくない。  スターラーの中心に、撹拌する容器を移動して下さい。

 バス内の温度にむらがある。  バスに撹拌子を入れ、バス内も撹拌する。

8-2.　スターラーのトラブルシューティング

8-3.　過昇防止アラーム表示の解除

温度センサーが加温機器から外れた状態では、過昇防止機能は働きません。
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製品コード 10-21-00

形式 MS-2T

磁石 希土類磁石 ( 吸着力 10.5kgf)

モーター 電子制御式

回転数 70 ～ 1600rpm

撹拌能力 5ml ～３Ｌ

温度制御範囲 室温 +10 ～ 200℃（過昇防止機能付）

温度制御 P.I.D 制御

センサー Pt100 Ω測温体

制御出力 AC.100V　　7A

電源 AC.100V / 10W

外寸法（mm） W205 × D205 × H115

重量（Kg） 4.0

付属品

サーモセンサー

シリコンシート

断熱プレート（210 × 210 × 20）

バス用センサークリップ

スタンド棒

PTFE 撹拌子

9.　テクニカルデータ



12

株式会社 石井理化

〒５６４－００２５大阪府吹田市南高浜町１６番２９号　
Tel：06-6382-4752　　FAX：06-6382-6246

E-mail： info@ilw.co.jp


